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RSS

RSSリーダーの認知率は、2005年よりも約2割増の64.8%と、その存在が知れわたってきた。ただし、本調

査回答者がインターネットアクティブユーザーであるという点から若干高い数値であると思われる。年代別でみ

ても10代、20代の利用率が高く、検索サービスの使い分けなどを積極的に行い、効率性を求める利用者であ

る点から、支持率が高いのはうなずける結果である。

RSSリーダーの認知率は64.8% 、利用は14.8％
資料2-1-18　RSSリーダーの認知度と利用［2005年−2006年］
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RSSリーダー利用者252サンプルに対して、利用しているRSSリーダー利用のためのアプリケーションソフト

または受信方法についてその種類を聞いた。最も利用されているのは「RSSリーダー（RSS受信、表示専用ク

ライアントソフト）」で55.2%である。クライアント側で利用できる点や、メールソフトと同等のユーザービリ

ティを提供しているものが多く、利用しやすさから支持率が高いものと推測される。

55.2%がRSS受信、表示専用クライアントソフトユーザー
資料2-1-19　利用しているRSSリーダーの種類（複数回答）　N=252
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RSS

RSSリーダー利用者 252サンプルに対してその利用目的を聞いたところ、速報力のある報道ニュース

（43.3％）を抑え、「趣味の情報を取得するため」が56.3%でトップである。自分のニーズが最も高いものをい

ち早く知りたいということや、見落とさないための利用ということがうかがえる。
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利用目的は、趣味の情報を取得するため
資料2-1-20　RSSリーダーを利用する目的（複数回答）　N=252
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